
　
　
執
筆
者
紹
介

今
井
昌
子
一
大
阪
成
躁
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
一

谷
村
　
茂
一
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
一

早
川
久
美
子
一
同
志
社
香
里
中
・
高
等
学
校
非
常
勤
講
師
一

吉
川
麻
里
一
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程
一

林
　
翠
芳
一
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
一

　
　
　
　
編
集
後
記

　
本
号
は
、
論
文
五
編
と
資
料
翻
刻
一
編
の
つ
ご
う
六
編
か
ら
な
り
、
総
じ
て

若
い
世
代
の
方
々
の
論
稿
を
中
心
に
編
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
念
号
の
直

後
だ
け
に
、
原
稿
の
集
ま
り
が
心
配
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
杷
憂
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
、

　
去
る
一
月
一
七
日
早
朝
に
起
き
た
阪
神
大
震
災
は
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な
と

こ
ろ
に
も
大
き
な
惨
禍
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
一
ケ
月
を
経
て
、
そ
の
衝

撃
的
な
事
実
と
記
憶
と
が
、
少
し
ず
？
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
文
学
の
原
点
に
っ
な
が
る
営
為
で
も
あ
ろ
う
。

　
阪
神
地
域
在
住
の
学
会
員
の
皆
さ
ん
が
ご
無
事
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
し
て
地

域
の
復
興
が
一
口
も
早
く
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
祈
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
駒
木
　
敏
一

同
志
杜
国
文
学
　
第
四
十
二
号

一
九
九
五
年
三
月

一
九
九
五
年
三
月
一

一
五
日
　
印
刷

一
〇
日
　
発
行

　
編
集
　
駒
　
木
　
　
　
敏

　
発
行
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会

　
一
代
表
一
加
　
美
　
　
　
宏

　
　
　
京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

　
　
振
替
　
〇
一
〇
九
〇
　
二
　
二
七
三
七

　
印
刷
所
　
共
同
印
刷
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
京
都
市
右
京
区
西
院
久
田
町




